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連
絡
会
パ
於
京
都
府
立
図
書
館

ヽ
の

2

長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
交
流
会
が

催
さ
れ
、
二
文
庫

・
三
図
書
館
の
活

動
に
つ
い
て
熱
の
こ
も

っ
た
発
表
が

行
な
わ
れ
た
。
特
徴
を
の
べ
る
と
1

▼
京
都
市
中
央
図
書
館

・
児
童
室
ー

図
書
館
か
ら
働
き
か
け
る
も
の
だ
け

で
な
く
子
供
が
参
加
す
る
行
事
を
考

え
て
い
る
。

子
供
が
自
分
で
本
を
選

べ
る
配
架
法
を
さ
が
し
て
い
る
。

▼
城
陽
市
立
図
書
館
ー

「
資
料
を
提

供
す
る
」
こ
と
と
「
利
用
者
と
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
は
か
る
」
こ
と

を
運
営
の
基
本
と
す
る
。
自
館
に
資

――
 っ 交 這 舎

去
る
二
月
二
十

二
日
（
土
）
午
後
、

京
都
大
学
楽
友
会
館
に

て、

第
二
回

目
の
日
図
協
個
人
会
員
と
の
交
流
会

が
、
公
共

14
名
、
大
学

11
名
、
学
校
、

専

門

4
名
の
計

29
名
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
八
月

二
十
四
日
ー

ニ
十

九
日
に

I
F
L
A
東
京
大
会
が
開
催

さ
れ
る
の
を
機
に

、
内
容
も

I
F
L

A
大
会
中
心
と
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授

渡
辺
信

一
氏
か
ら
、

I
F
L
A
大
会

の
意
義
、
歴
史
、
組
織
に
つ
い
て
話

を
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
の
シ
カ
ゴ

一
日
図
協
会
員
と
の
交
流
会

大
会
に
参
加
さ
れ
た
時
の
様
子
を
、

ス
ラ

イ
ド
や
テ

ー
プ
を
用
い
て
報
告
さ
れ
、
大

会
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
に

、
交
流
会
参

加
者
か
ら
驚
き
の
声
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に

I
F
L
A
東
京
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
長
の
栗
原
均
氏

（
日
本
図
書
館
協

会
事
務
局
長
）
か
ら
、
東
京
大
会
の
準
備

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
大

会
運
営
経
費
の
確
保
の
た
め
の
各
省
庁
や

関
係
団
体
と
の
取
り
組
み
の
難
し
さ
、
国

内
参
加
者
の
予
想
が
少
な
く
、

一
人
で
も

多
く
参
加
し
て
は
し
い
と
訴
え
ら
れ
た
。

な
お

、
京
都
地
区
か
ら
の
参
加
者
を
、

公
共

・
大
学
等
す
べ
て
の
館
種
合
わ
せ
て

二
十
五
名
以
上
の
参
加
を
要
請
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

料
が
な
け
れ
ば
他
館
か
ら
借
り
、
で
き
る

限
り
提
供
す
る
。
子
供
の
た
め
の
行
事

は

資
料
の
利
用
に
結
び
つ

け
る
た
め
だ
け
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
子
供
が
喜
ん
で

遊
ぶ
の
を
見
て
そ
う
思
う
。

▼
宇
治
市

・

お
お
び
ら
き
文
庫
ー
文
庫
の
日
常
的
な
様

子
。
学
区
外
の
子
供
の
行
動
制
限
な
ど
の

問
題
点
。

▼
京
都
市
向
島

・
ふ
う
せ
ん
文

庫
ー
図
書
館
づ
く
り
運
動
の
中
か
ら
。

障

害
者
の
人
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
は
、

子
供
が

一
番
利
用
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
。
映
画
や
見
学
等
に

よ
り
昔
の
図
書
館

と
の

違
い

は
わ
か

っ
た
が
、
余
裕
を
も
っ

た
図
書
館
づ
く
り
を
最
初
か
ら
し
て
は
し

い。

▼
京
都
芸
術
短
期
大
学
附
属
児
童
図

交
流
会
参
加
者
か
ら
は
、

I
F
L
A
大

会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
参
加
や
募

金
活
動
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
声
も

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
の
前
後
に
外
国
の
参
加
者

が
ツ
ア

ー
で
入
洛
し
、
図
書
館
見
学
を
行

な
う
際
に
は
歓
迎
し
て
ほ
し
い
旨
も
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
の

あ
と
、
参
加
者
有
志
に
よ
る

講
師
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、

和
や
か
な
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。

書
館
ー
多
様
な
催
し
、
休
館
前
の

一
人
十

冊
貸
出
等
が
特
徴
。
お
は

な
し
会
、
人
形

劇
、
お
母
さ
ん
の
会

（
手
づ
く
り
等
）
、

講
演
会

（
子
供

・
教
育

・
児
童
書
を
テ

ー

マ
に
）

、
お
た
の
し
み
会
、
子
ど
も
に
よ

る
お
は
な
し
会
等
子
ど
も
に
何
か
と
っ
か

か
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ

ュ
ー

を
用
意
し
て
い
る
。

（京庫連との交流会 ）
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京 19厨下公立園書 11(1985) 
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※向日市。宇治市は '84年 11月～ 85年 3月分 統計
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ヮ一っフ で 耐 る
貸出 冊数

295 

口

職貝数 》
登録率

＇ 

147 

三 三
（全休） L-

102 

年間貸ll1||U数

三

/ ~ 

100 

冒
〗
〗
[
[

全
体
的
に
み
て

、
北
部
（
亀
岡
以
北）

が
南
部
よ
り
そ
の
到
達
度
が
遅
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
図
書
館
活
動
を
支
え

る

一
要
素
で
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
全

部
が

100に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
貸
出
冊
数

に
つ
い
て
も
、
100を
超
え
て
い
る
の
が
五

カ
所
だ
け
と
寂
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
宇
治
市
中
央
図
書
館
の
年
間
増
加
冊

数
が
マ
イ
ナ
ス
な
の
は
廃
棄
が
多
か

っ
た
た
め
。

※
職
員
数
は
専
門
、
非
専
門
の
合
計
数
。

※
参
考
「
統
計
京
都
」
(
-
九
八
五
・
九
）

「
日
本
の
図
書
館
一
九
八
五
」

「
公
立
図
書
館
の
望
ま
し
い
基
準
（
案
）
」
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コ
そ
第
二
回
理
事
会
報
告
い

＇ 1,
 
'

,

 

＇ 

三
月
六
日
、
京
都
府
立
図
書
館
に
お
い

呻

＇ ＇ ＇ 
ー

血
て
、
今
期
最
後
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
呻

＇ 

1

,

 

＇ ＇ ＇ 

皿
今
回
は
、
役
員
改
選
を
控
え
て
い
る
た
め

＇

'

,

 

'

,

 

9
次
期
役
員
へ
の
引
き
継
ぎ
を
念
頭
に
お
い

〗

'

,

 

'

,

 

＇ 

＇ ＇ ＇ ＇ 

皿
た
理
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

＇ 
ーIIm

昭
和
六
十
年
度
の
会
務
報
告
（
案
）

呻＇ 

呻
収
支
決
算
見
込
み
（
案
）
及
び
専
門
委
員

『＇ 

I

I

 

ー

呻
会
に
つ
い
て
は

一
部
訂
補
の
う
え
承
認
さ
I

＇ '
,

 

'

,

 

I

I

 

i

れ
、
昭
和
六
十

一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

』

I

I

 

＇ 
の
う
ち
、
I
F
L
A
（
世
界
図
書
館
大
会
）血

ー

＇ ＇ ＇ 
i

東
京
大
会
参
加
に
対
し
て

、
私
費
で
参
加

叩＇ ＇ 

MHI

す
る
人
に

一
部
補
助
を
す
る
こ
と
が
了
承

[

1

,

 

'

,

 

＇ 

い

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
に
発
足
十

加

＇ '

,

 

ー

＇ 
i

周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に

、
記
念
事
業
を

血

ー

＇ ＇ ＇ ＇ 

血
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 

呻

昭
和
六
十

一
年
度
予
算
（
案
）
で
は

、

'

,

 

'

,

 

[

研
修
会
に
お
け
る
加
盟
館
職
員
の
講
師
、

[

＇ ＇ ＇ 
i

事
例
発
表
者

に
対
す
る
謝
金
等
を
廃
止
す

叩

＇ 皿

る
な
ど
、
節
減
予
算
が
提
案
さ
れ
、
ま
た

mm

＇ 

＇ 

7云
報
の
発
行
等
を
担
当
す
る
広
報
委
員
会

血＇ ＇ 

-

の
設
置
、
I
F
L
A
東
京
大
会

に
つ
い
て

[＇ ＇ 

＇ 

＇ 

ー

＇

は
、
評
議
員
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
i

＇ ＇ 

＇ 

＇ ＇ ＇ 

＇ ＇ ＇ ＇ 

皿
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皿

最
後
に
次
期
理
事
に
つ

い
て
は

、
三
月

皿

[

―十
五
日
ま
で
に
選
出
、
四
月
中
に
初
理

[＇ 
ー

ー

＇ 

＇ 
ー9

事
会
を
開
催
す
る

こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

皿＇ 

＇ 

ー
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楽 相互協力委員会

相互協力委員会は，今年度 6/27, 10/11, 11/26及

ぴ 2/14に開催し相互協力に関する規程づくりを進めま

した。最初検討を予定 した規程は， 「図書館相互協力

に関する指針（案）」 ， 「資料の相互貸借実施要領

（案）」及び「逐次刊行物の分担保存実施要領（案）」

でした。分担保存については，時間切れで今後検討と

いうことになりましたが指針及び相互貸借の規程につ

いては， 3月 6日に会長あて最終案を報告しました。

この間，委員のみなさんの熱意もさるこ とながら，

案の段階で各加盟館にアンケートを実施 したところ，

と多忙中にもかかわらず，熱心なと意見を うかがうこ

とができました。これら を逐一検討し，最終案に反映

させています。

今年度は丁度，全公図による相互貸借の実態調査が

行われ，その結果では，京都府で相互貸借を実施 して

いない館は 6館あり，このうちの 5館までが今後実施

を希望するということが明らかになりました。相互貸

借は，すでに実態 として広く行われており，それを統

ー的に処理する規程を必要とする時期にきていると思

います。

楽 研修研究委員会

2月 28日， 3月を目前に京都府下全域は寒気のお と

ずれと朝からの雪は，車の進むのもはばむ勢いの激し

い一日で した。

この日は，本年度最後の実務研修会が園部図書館で

開催されていま した。心配 していた欠席者も少な く総

勢 19人の参加を得て，帰りの道を気遣いながら製本の

実技に取組んでいたのです。

研修の会場では，手際よく動く手元から早々 と形を

整えて いく人，行きつ戻 りつの手元に応援の手がのび

遅れじと本の形を造り上げその出来ばえに見とれる人，

それぞれ修得した知識と技術は，本の補修，小冊子の

製本に又，美 しい趣味の和とじ本の楽 しみへと思いを

巡らせながら ，予定の研修を終え，お世話になった園

部図書館を後にし，雪道に別れをつげました。

本年度は 60年 5月 21日から，北部南部と会場を移

し5回の研修会を進めて参りました。各回 13館から 21

館，延 123人の方々に参加していただきました。

開催地図書館等のと協力を得て研修事業が無事終 り

微力ながら皆様方の図書館サービス向上への力添えが

出来た事 と思って居ります。

城
陽
市
地
域
文
庫
連
絡
会
と
同
市
立
図

書
館
は
二
月
十
四
日
か
ら
三
回
に
わ
た

っ
て

「
お
話
」

の
講
座
を
開
い
た
。
講
師
は
児

童
文
学
作
家
の
森
は
な
さ
ん
に
教
え
を
乞

う
て
お
り
、
ま
た
寝
屋
川
お
話
を
語
る
会

会
員
の
大
野
由
美
さ
ん
で

、
▽
読
み
聞
か

せ
、
お
話
の
楽
し
み
▽

今
な
ぜ
、
お
は
な

し
を
す
る
の
か
▽

さ
あ
、
お
は
な
し
を
語

っ
て
み
よ
う
の

三
段
階
を
ふ
ま
え
た
。
約

三
十
人
の
主
婦
ら
が
参
加
し
、
希
望
者
が

持
ち
寄

っ
た
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

京
都
市
南
部
の
中
核
図
館
と
し
て

伏
見
区
役
所
の
東
側
（
今
町
六
五
九
）

に
、
来
年
五

、
六
月
に
開
館
す
る
予
定
。

蔵
書
数
は
当
初
四
万
冊
で

、
最
終
的
に

は
十
万
冊
に
す
る
。
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J.IÌ‘ 

向
日
市
立
図
書
館
で
は
昨
年
初
め
か
ら

一

遊
び
と
つ
く
り
方
講
習
会

一
一

し

●
精
華
町
立
図
書
館

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開

、
て

、
一

＿

＿

 

一

「
第
三
回
町
内
史
跡
め
ぐ
り
」

一

障
害
者
サ

ー
ビ
ス
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
十

一
月
か
ら
視
覚
障
害
者

一

3
月

27
日
（
木
）

一

一

へ
の
対
面
朗
読
と
、
来
館
で
き
な
い
身
体

r；
ー

i
i
t
i‘t
!
0
、i
t
!！
ー

ー

障
害
者
へ
の
自
宅
配
本
サ

ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。

利
用
者
の
出
足
は
遅
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
実
施

要
綱
」
や
「
実
施
事
務
要
領
」
を
定
め
て

、

障
害
者
の
利
用
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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ユ

ス
楽
京
都
市
＋
一
番
目
の
地
域
図
書
館
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三
月

二
六
日
、
伏
見
区
向
島
ニ

ュ
ー

タ
ウ
ン
内
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。
尚
、
十

二
番
目
と
し
て
洛
西
図
書
館
が
来
春
オ

ー
プ
ン
予
定
。

楽
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
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